
 

 

 2019（平成 31）年 2 月 7 日 

 日 本 女 子 大 学 

                      

第 14回「平塚らいてう賞」受賞者を決定 

＜顕彰＞ 青木 千賀子 氏 

     三具 淳子 氏 

 ＜奨励＞（該当者なし） 

 

日本女子大学は本日、研究者・学生の顕彰・奨励を目的とした第 14回「平塚らいてう賞」

の受賞者を決定いたしました。 

本年は顕彰 9件と奨励 3件の応募がありました。厳正な審査の結果、顕彰 2件を選びまし

た（奨励は該当者なし）。受賞された方々を紹介します。 

 

＊「平塚らいてう賞」 

女性解放や世界平和のための活動に人生を捧げた平塚らいてう氏（1906年日本女子大学

校卒業）の遺志を継承し、男女共同参画社会の実現および女性解放を通じた世界平和に

関する研究や活動に対する顕彰と奨励をはかることを目的として 2005年に創設した賞。 

 

■ 受賞者 

顕彰(２件)  青木 千賀子 氏（日本大学 国際関係学部 特任教授） 

     三具 淳子 氏(日本女子大学 現代女性キャリア研究所 客員研究員) 

        

■ 贈賞式 

2019年 3月 9日（土）14時から、日本女子大学目白キャンパス新泉山館にて行います。 

 

＜選考委員＞ 

蟻川 芳子  〔学校法人日本女子大学理事長、 

一般社団法人日本女子大学教育文化振興桜楓会理事長〕 

出渕 敬子  〔WILPF（婦人国際平和自由連盟）日本支部副会長、日本女子大学名誉教授〕 

倉田 宏子  〔城西国際大学客員教授、日本女子大学名誉教授〕 

佐々井 啓  〔国際家政学会（IFHE）アジア地区家政学会（ARAHE）会長、 

日本女子大学名誉教授〕 

大沢 真知子 〔日本女子大学 現代女性キャリア研究所所長〕  

           ―この件に関するお問い合わせ先― 

 

 

 

 

 

日本女子大学 広報課内 「平塚らいてう賞」事務局 

〒112-8681 東京都文京区目白台２－８－１ 

Tel：03-5981-3176  Fax：03-5981-3164 

E-mail：raiteu@atlas.jwu.ac.jp  

URL：http://www.jwu.ac.jp/st/grp/raiteu/ 



 

 

 

 

 

 
第 14回「平塚らいてう賞」選考委員発表コメント 

 

 第 14 回受賞者の選考にあたり、私どもは候補者の業績を広く、世界の

女性のさらなる解放、問題の解決、平和問題や地域社会への公正な目配り

と着実な行動の継続という観点から論議し、以下の業績に対して各々 

「顕彰」に値するとの結論に達しました。 

ご業績の特色や褒賞に値する観点は下記の通りです。 
 
＜顕 彰＞  

受 賞 者 ：青木 千賀子 氏 

研究テーマ： ネパールのダリット女性の地位向上とマイクロファイナンスの活動 

受賞理由 ： 青木氏は、ネパールの「ダリット」と呼ばれるカースト制度の最下層に

置かれた被差別集団の女性たちの地位向上を目的として、2007 年から現地調査を

おこなってきた。彼女たちの社会的な差別構造を解消するためには、女性グループ

へのマイクロファイナンス（小口金融）活動を実践することであるとし、女性グループへ

の聞き取り調査を経て養鶏、養豚、店の開設等の所得創出のための活動を開始して、

差別解消、社会規範の見直しのために貢献した。 

青木氏の多数の論文や著書『ネパールの女性グループによるマイクロファイナンス

の活動実態―ソーシャルキャピタルと社会開発』（日本評論社、2013年8月）には、ネ

パールでなされた活動が詳細に報告されている。これらの著作から、単に発展途上

国の実情の調査や文献資料調査にとどまっているのではなく、青木氏が女性の自立

に向けて手を差し伸べ、ともに社会的な差別を解消すべく努力したことが読み取れる。

このような青木氏の活動は、らいてうの目指した女性解放や世界平和を現代に実践

しているといえ、らいてう賞に最もふさわしいものである。 



＜顕 彰＞  

受 賞 者 ： 三具 淳子 氏 

研究テーマ： 夫婦の平等な関係構築と妻の就業変容との関係を動態的に 

探究すること 

受賞理由 ： 女性の活躍が求められているとはいうものの、女性が結婚や出産後

も働き続けることは容易ではない。三具氏の著書『妻の就労で夫婦関係はいかに変

化するのか』（ミネルヴァ書房、2018 年５月）は、なぜ多くの女性は結婚や出産で職場

を去らなければならなかったのか、そのことによって夫婦関係にどのような変化がもた

らされるのか、さらには、女性の再就職は夫婦関係をどのように変質させるのかという

ことを、社会学の理論を使って分析したものである。 

 三具氏は「性役割を受け入れることと夫婦の対等な関係は同時に成り立たない」

という近代家族が内包する矛盾に対して、女性の再就職は矛盾に満ちた夫婦関係に

対する女性の異議申し立てであり、稼得力をつけることで対等な関係を模索する女

性たちの挑戦であると捉える。そして、量と質の両方の分析方法を用いて、その仮説

を検証している。 

 本研究は、今注目されている女性の学び直しと再就職に、新しい意味と解釈を

加えたという点で高く評価されるべき研究書で、男女共同参画の視点から顕彰にふさ

わしいと判断した。 

以上 

 

 

 

 


